
●全国学力学習状況調査（中学校第３学年）

課題が見られた問題の概要 正答率 調査結果を踏まえた成果 調査結果を踏まえた課題
インターネットの記事を読んで気付いた点として適切
なものを選択する 67.7

レポートの下書きの一部について、文の一部を直す
意図として適切なものを選択する 67.7

歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直す（いひける） 59.1

現代語で書かれた「竹取物語」のどこがどのように工
夫されているかについて、古典と比較して書く 58.5

-５、０、３、４．７、９の中から自然数を全て選ぶ 42.1

空間における平面が１つに決まる場合
について、正しい記述を選ぶ 27.4
女子５０ｍ自由形の記録の、最小の階級から２９．００
秒以上３０．００秒未満の階級までの累積度数を求め
る

42.1

１９６１年～１９７５年の四分位範囲を求める 59.8

買物の場面における会話を聞き、その内容を最も適
切に表している絵を選択する 47.6

忘れ物に関する情報を得るために自動音声案内を聞
き、最も適切な番号を選択する 58.5

図書館について書かれた英文を読み、その概要とし
て最も適切なものを選択する 39.0
学校生活（行事や部活動など）の中から紹介したいも
のを１つ取り上げ、それを説明するまとまりのある文章
を書く

7.3

英語

・教科書本文の読解を重点的に指導
していたため、「読むこと」の領域に関
する問題への正答率が比較的向上し
た。
・道案内の表現を授業内で学習したた
め、その成果を本調査内でも発揮を
することができた。

・「聞くこと」に課題が見られるため、聞き取ることが
できる英語表現の幅を広げ、要点や必要な情報を
つかむ力を身につけさせる。日々の音読練習や
teacher's talkの聞き取りなどに継続的に取り組
む。
・「書くこと」に課題が見られるため、事実や自分の
考えを整理してまとめる力を身につけさせる。その
ために、文章構成や文と文のつながりを意識しな
がら文章を書くことができるよう継続的に指導して
いく。
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国語

・新聞記事やインターネットのウェブサ
イトなど、身近な資料を活用したこと
で、多様な種類の文章に触れさせる
機会を増やすことができた。
・古典作品の背景や古語の意味につ
いて映像資料や資料集などを用いた
ことで、文章の内容理解が深まった。

・自分の考えを筋道を立てて表現しな
がら、相手にわかりやすく伝えるため
の知識や技能をより高める必要があ
る。
・現代語と古語の比較について、より
多くの語彙に触れ、現代語とのつなが
りや差異を理解し、古典に親しむ態度
を養うことが必要である。

算数

・生徒同士で意見交換を行い、説
明し合う十分な時間を確保してい
るため、記述式の問題形式に対
する正答率で成果が見られた。
・タブレットを活用し、関数ソフトな
どを用いて学習を進めた結果、関
数領域の正答率に成果が見られ
た。

・「データの活用」領域での正
答率に課題が見られた。数学
的用語の理解を深めると同時
に、データの読み取りや活用
ができるように問題演習を充
実させていく。


